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あらまし：学修者が答えのない問題に対して自ら解を見出しながら，自己の学修活動を振り返って次の学

修につなげる主体的・自律的な学修が求められている．しかし，それを行うことは容易ではない．本研究

では経験学習理論を適用して理解不十分な箇所，その理由や解決策を自ら記述して学修活動の振り返り

を容易にする“振り返りマップ”の開発とその有効性を考察する． 
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1. はじめに 
現在， 高等教育機関では， 予測困難な時代にお
いて， 想定外の困難に対して的確な判断をするため
の経験を育むことを重要としており， そのために主
体的・自律的な学修が求められており(1)，それを実
現するためには， 学修者が答えのない問題に対して
自ら解を見出しながら，自己の学修活動を振り返っ
て次の学修につなげる必要がある(2)．しかし， 学修
者自身が理解不十分な箇所や疑問に思う点（以下，
困難点・疑問点）を認識しその理由や解決策（以下，
仮説）を記述して学修活動を振り返り，自己の学修
活動の状況を把握することは容易ではない（課題）． 
これに対して，メモを利用してコンセプトマップ
を作成するツールを開発し， 学修活動を振り返り次
の学修に繋げることを支援する研究(3)や，課題分析
図を利用して 学修者が自己の困難を認識し自らの
学修状況の把握を支援する研究(4)が報告されてい
る．また， リアクションペーパーを利用して学修者
の学修活動をバブルチャートで可視化した研究(5)
や振り返りの内容を分析した研究(6)が報告されて
いる．しかし，いずれの研究においても課題を解決
するためには十分な支援とはいえない． 
そこで本研究では課題解決のために，困難点・疑
問点や仮説の記述をベースとした学修活動を視覚的
に実施し，学修活動を客観的に振り返ることを可能
にする“振り返りマップ”の開発を目的とする． 
2. 学修活動の提案 
本研究では，Kolbの経験学習理論(7)に基づき講義
型授業においての学修活動を提案する．この理論は，

受動的な状態になる学修活動は想定されていないた
め，そのままでは授業時間内で提供するには困難で
ある．そこで，学修者が講義内容から重要だと考え
た概念や用語を自ら記述することを「具体的経験」
に対応させ，それを起点として受動的な学修から能
動的な学修への転換を促す学修活動に再設計した． 
（活動 1）具体的経験―学習キーワードの記述 

講義で使用する教科書， 講義資料や板書などから， 
学修者が重要だと考えた概念や用語を「学習キーワ
ード」として 3個から 5個記述する． 新しい概念や
用語に学修者が自ら触れる活動を経験する狙いがあ
る． 
（活動 2）省察的観察―困難点・疑問点の記述 
各「学習キーワード」に対する「困難点・疑問点」
を 1つ以上記述する．経験について「なぜ難しかっ
たか」，「どこに疑問を持ったか」，「その理由はどこ
にあったのか」を振り返る省察をする狙いがある． 
（活動 3）抽象的概念化―仮説の記述 

それぞれの「困難点・疑問点」に対する「仮説」
を 1つ以上記述する．様々な経験や省察に基づいて
「困難点・疑問点」を解決するための考えを整理し
て外化をする狙いがある． 
（活動 4）能動的実験―仮説の検証 
活動 3で立てた「仮説」を教科書の再読，他者と

の議論，演習問題の適用などの形で実行する．次の
学修に繋げる狙いがある．  
（活動 5）活動 1から活動 4の繰り返し 
 活動 4での検証結果を新たな「具体的経験」とし
て活動 1に戻り，「学習キーワード」の発見，「困難
点・疑問点」や「仮説」の具体化や整理を行う．こ
のサイクルを繰り返すことで，学修活動をより進捗
させる狙いがある． 
3. 振り返りマップ  
3.1 振り返りマップの開発目的と要件 
本章では前章で提案した学修活動を視覚的に実施
する振り返りマップの作成活動に展開する．これは，

学修者自身の学修活動の省察や外化を見直すことで，
各活動の関係の整理と進捗状況の把握を容易にする
ことを目的とする．以下に，振り返りマップの機能
要件を挙げる．また，以下の要件はリアクションペ
ーパーでは困難な点を補足する狙いがある． 
（要件 1）「学習キーワード」，「困難点・疑問点」，
「仮説」を区別して， それぞれの活動の関連性を認
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識，整理して学修の偏りを把握することが可能． 
（要件 2）学修活動の進捗状況を客観的に把握する

ことが可能． 
3.2 振り返りマップの構造 
 本研究では，上記 2つの要件を満たす“振り返
りマップ”を開発する（図 1）．その構造を以下に示
す．なお，構造 1から構造 4は要件 1に，構造 5は
要件 2に対応している． 
（構造 1）活動 1：「学習キーワード」を黄色のノー
ドで表現する． 
（構造 2）活動 1から活動 2：「困難点・疑問点」を
青色のノードで表現して「学習キーワード」と「困
難点・疑問点」を矢印のエッジで結び表現する． 
（構造 3）活動 2から活動 3：「仮説」を緑色のノー

ドで表現して「困難点・疑問点」と「仮説」を矢印
のエッジで結び表現する． 
（構造 4）活動 3から活動 4：「仮説」と「学習キー
ワード」を矢印のエッジで結び表現する． 
（構造 5）活動 5：各活動の関係性を上から下へと進
む階層構造（1「学習キーワード」→2「困難点・疑
問点」→3「仮説」）で配置し，ノード間のエッジの
数の関係を 1対 1， 1対多，多対 1と表現する． 

図 1 振り返りマップ 
3.3 振り返りマップ作成活動に期待される効果 
 本研究では，振り返りマップの作成活動を通して
期待される効果について考察する． 
（効果 1）各階層におけるノードの数を意識するこ
とで各活動の十分さの認識が可能：例えば，階層ご
との構造 2に着目する場合，上の階層のノードより
も下の階層のノードが少ない場合，省察的観察が十
分にできていないと認識することが可能になる． 
（効果 2）階層ごとのノードの数の増減を意識して
学修活動の進捗状況を把握することが可能：下の階
層でノードの数が少ない場合には学修活動が進んで

いない可能性があると認識できる． 
したがって各活動の十分さを認識することが可能
になり，学修活動の状況を把握することが可能にな
ることから，1 章で述べた課題の解決が期待できる． 

4. 振り返りマップ作成支援システムの提案 
4.1 学習活動における想定される課題 
 本章では活動 1から活動 5までに想定される課題
に対する支援を提案する．その課題を以下に示す． 
（課題 1）「学習キーワード」，「困難点・疑問点」，
「仮説」の記述が難しい． 
（課題 2）仮説の検証の妥当性の評価が難しい． 
（課題 3）学修の継続が難しい． 
4.2 支援の方針と期待される効果 
 本研究では 3つの課題に対して，LLMによる支援
を提案する．以下に支援を示す． 
（支援 1）事前生成された候補の提示 
授業者が LLMを利用して講義内容に応じた「学習
キーワード候補」，「困難点・疑問点候補」，「仮説候

補」を事前に生成する．学修者は各活動で対応する
ボタンを押すことで候補が提示される（課題 1に対
応）．  
（支援 2）仮説の検証可能性の評価 

LLM が学修者が記述した仮説の内容を評価する．
どのような内容を追記すれば仮説の検証が可能にな
るかを提示する（課題 2に対応）．  
（支援 3）振り返りマップの評価 
 LLMが階層ごとのノードの数に着目し，学修活動
の評価，および今後の学修活動に関する助言を提示
する（課題 3に対応）．  
 これらの支援は，「学習キーワード」などの記述を

容易にして，より具体的な「仮説」を考えやすくな
り，次の学修活動を容易にする狙いがある．したが
って，各活動を円滑にする効果が期待できる. 
5. おわりに 
本研究では自己の学修活動を客観的に振り返り支
援を可能にするために， 経験学習理論を適用した学
修活動の構築，振り返りマップの開発，および LLM
による支援の提案をした．今後は振り返りマップの
作成支援システムの構築と，その有効性を検証する． 
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